
 

 

平成２４年８月１３日 

原子力安全・保安院 

 

東京電力株式会社福島第一原子力発電所下請け従業員の 

警報付きポケット線量計（ＡＰＤ）不正使用に係る 

放射線管理の報告書を受理しました 

 

原子力安全・保安院（以下「当院」という。）は、東京電力株式会社（以下

「東京電力」という。）に対し、警報付ポケット線量計（ＡＰＤ）に係る放射

線管理について、不正使用の事実確認及び原因、管理の強化、再発防止策につ

いての検討・報告を求めていました。（平成２４年７月２４日お知らせ済み） 

本日、東京電力から、報告書の提出を受けました。 

 

１．経緯 

当院は、平成２４年７月２３日、東京電力から協力会社である株式会社東京

エネシス（以下、「東京エネシス」という）に対する聞き取り調査の結果として、

東京エネシスの下請企業作業員５名がＡＰＤに鉛カバーを装着したとの証言が

あった旨の報告を受けました。  

当院は、同月２４日より東京電力福島第一原子力発電所において実施する保

安検査の中で、線量管理について確認するとともに、東京電力に対して線量管

理の強化、再発防止策について検討し、報告するよう求めました。（平成２４年

７月２４日お知らせ済み） 

 本日、東京電力から、報告書の提出を受けました。 

 

２．今後の対応 

当院は、東京電力から提出された報告書の内容について厳格に確認してまい

ります。 

なお、７月２４日から８月１０日まで実施した保安検査においても、当該事

案の状況把握を実施しており、そこで得られた情報も踏まえつつ、対応してま

いります。 

 
別添１：福島第一原子力発電所における下請け従業員における警報付ポケット

線量計（ＡＰＤ）不正使用の可能性に係る放射線管理について（東京

電力株式会社） 

 

                      

（本発表資料のお問い合わせ先） 

 原子力安全・保安院 

原子力発電検査課長 大村 哲臣 

 担当者：米山、今里、舘内、岩永 

 電 話：０３－３５０１－１５１１（内線 ４８７１） 
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